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2) ポリピロール膜の導電性が高分子中に取り込まれた電解質アニオンの 1 分子に存在するイオン基の
数の増加，および塩基性の増大によって低下することを見出している O またその挙動に関連して，ジ
カルボン酸モノアニオンやパラフェノールスルホン酸イオンを取り込んだポリピロール膜を，モノア
ニオンがジアニオンに あるいはフェノール基のプロトンが解離する水溶液に浸漬することによって
膜の導電性が低下することを明らかにしている。
3) カチオン交換性高分子であるナフイオンのスルホン酸基の一部にカチオン性のメチレンブルーを静
電的に固定し，残りのスルホン酸基をポリアニリン膜に取り込ませる電解質アニオンとして機能させ
ることにより，メチレンブルーを取り込んだポリアニリン膜の調製ができることを見出しており，調
製した膜がポリアニリンとメチレンブルーの両者による酸化・還元特性ならびにエレクトロクロミッ
ク特性を有していることを明らかにしているO
4) ポリスチレンに電荷的に中性なフエロセンとイオン性界面活性剤をブレンドし，それを電極に被覆
することにより，フエロセンの酸化・還元反応を示す電極が調製できることを見出している。そして
その活性はフエロセンの酸化体であるフェリセニウムカチオンの電荷補償イオンとして機能するアニ
オン性界面活性剤を同時にプレンドした時に最も大きいものであり，その挙動について電極反応速度
論から明らかにしているO
以上のように本論文は，高分子被覆電極の高分子層に関する有益な基礎的知見を与えるものであり，
その成果は電気化学ならびに工業物理化学の分野に貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文
として価値あるものと認める。
